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材端部加工寸法
（105・120共通）
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内折り梁受け金物

内折り梁受け金物
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羽子板ボルト

横架材

梁

①梁端部のボルト頭があたる箇所に切
　り込み加工をしてください。
※落とし込む梁の両端は金物本体の
板厚分（4mm程度）短くしてください。

②金物本体を梁の上端に合わせて位
置決めし、専用ビスTBA-45で固定
してください。

③受け材に9mmのドリルで下穴（深
　さ50mm程度）をあけてラグスクリ
　ューを取り付けてください。

④梁を落とし込み、羽子板ボルトで引き
寄せた後、金物本体の梁側面に専用
ビスTBA-45とラグスクリューを規定
の本数取り付けてください。

※ラグスクリューを下穴なしで取り付けると材が割れる恐れがありますので、
必ず下穴をあけてから取り付けてください。

※完全に取り付けるまでは危険ですので梁の上にのらないでください。

中心線 ラグスクリュー
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■使用上のご注意
内折り梁受け金物の使用にあたっては、必ず本マニュアルに基づいて施工してください。
指定の用途以外には使用しないでください。
ビスを施工する際には以下の点にご注意ください。
・バッテリー式インパクトドライバーをご使用ください。コード式、エアー式は使用しないでください。
・ビス頭が金物に接するまでねじ込んだ後、増し締めをしないでください。
・金物面に対して垂直に施工してください。斜め打ちはしないでください。
・一度ねじ込んだビスを抜いて、再使用はしないでください。
・堅木、木材のフシ部分への施工の際は、下穴をあけてからねじ込んでください。

■使用上のご注意

施工方法

株式会社
（連絡先）
（受付時間）
https://www.tanakanet.co.jp/housing

CSセンター フリーダイヤル　0120-558-313
平日　9：00-17：00

接合金物の使用方法や納まりなど木造建築金物の施工に関するお問い合わせはこちらまで
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